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問
もんだい

題 39　次
つぎ

のうち，2019 年
ねん

（令
れいわがんねん

和元年）の認
にんちしょうせさくすいしんたいこう

知症施策推進大綱の 5つの柱
はしら

に示
しめ

され

ているものとして，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　市
しみんこうけんにん

民後見人の活
かつどうすいしん

動推進への体
たいせいせいび

制整備

2　普
ふきゅうけいはつ

及啓発・本
ほんにんはっしんしえん

人発信支援

3　若
じゃくねんせいにんちしょうしえん

年性認知症支援ハンドブックの配
はいふ

布

4　認
にんちしょうしょきしゅうちゅうしえん

知症初期集中支援チームの設
せっち

置

5　認
にんちしょう

知症カフェ等
とう

を全
ぜんしちょうそん

市町村に普
ふきゅう

及

問
もんだい

題 40　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，見
けんとうしきしょうがい

当識障害に関
かん

する質
しつもん

問として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　「私
わたし

たちが今
いま

いるところはどこですか」

2　「100 から 7を順
じゅんばん

番に引
ひ

いてください」

3　「先
さき

ほど覚
おぼ

えてもらった言
ことば

葉をもう一
い ち ど い

度言ってみてください」

4　「次
つぎ

の図
ずけい

形を写
うつ

してください」

5　「この紙
かみ

を左
ひだりて

手で取
と

り，両
りょうて

手で半
はんぶん

分に折
お

って，私
わたし

に返
かえ

してください」

認
にんちしょう

知症の理
りかい

解
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問
もんだい

題 41　アルツハイマー型
がたにんちしょう

認知症（dementia of the Alzheimer’s type）の，もの盗
と

られ妄
もうそう

想に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　説
せつめい

明をすれば自
じしん

身の考
かんが

えの誤
あやま

りに気
き

づくことが多
おお

い。

2　本
ほんにん

人の不
ふあん

安から生
しょう

じることが多
おお

い。

3　現
げんじつ

実に存
そんざい

在しない人
ひと

が犯
はんにん

人とされる。

4　主
おも

に幻
げんし

視が原
げんいん

因である。

5　 症
しょうじょう

状 の予
よぼう

防には抗
こうせいしんびょうやく

精神病薬が有
ゆうこう

効である。

問
もんだい

題 42　慢
まんせいこうまくかけっしゅ

性硬膜下血腫（chronic subdural hematoma）に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　運
うんどうきのうしょうがい

動機能障害が起
お

こることは非
ひじょう

常に少
すく

ない。

2　頭
ずがいこつこっせつ

蓋骨骨折を伴
ともな

い発
はっしょう

症する。

3　抗
こうぎょうこやく

凝固薬の使
しよう

用はリスクとなる。

4　転
てんとう

倒の後
あと

， 2 ～ 3 日
にち

で発
はっしょう

症することが多
おお

い。

5　保
ほぞんてきちりょう

存的治療が第
だいいちせんたく

一選択である。
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問
もんだい

題 43　Ｌさん（83 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は，アルツハイマー型
がたにんちしょう

認知症（dementia 

of the Alzheimer’s type）である。一
ひ と り ぐ

人暮らしで，週
しゅう

2 回
かい

，訪
ほうもんかいご

問介護（ホームヘルプ

サービス）を利
りよう

用している。

ある日
ひ

，訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）が訪
ほうもん

問すると，息
むすこ

子が来
き

ていて，「最
さいきん

近，

母
はは

が年
ねんきん

金の引
ひ

き出
だ

しや，水
すいどうだい

道代の支
しはら

払いを忘
わす

れるようだ。日
にちじょうせいかつじりつしえんじぎょう

常生活自立支援事業と

いうものがあると聞
き

いたことがあるが，どのような制
せいど

度なのか」と質
しつもん

問があった。

訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の説
せつめい

明として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「申
もうしこ

込みをしたい場
ばあい

合は，家
かていさいばんしょ

庭裁判所が受
うけつけまどぐち

付窓口です」

2　「年
ねんきん

金の振
ふりこみこうざ

込口座を，息
むすこ

子さん名
めいぎ

義の口
こうざ

座に変
へんこう

更することができます」

3　「Ｌさんが契
けいやくないよう

約内容を理
りかい

解できない場
ばあい

合は，息
むすこ

子さんが契
けいやく

約できます」

4　「生
せいかつしえんいん

活支援員が，水
すいどうだい

道代の支
しはら

払いをＬさんの代
か

わりに行
おこな

うことができます」

5　「利
り よ う ご

用後に苦
くじょう

情がある場
ばあい

合は，国
こくみんけんこうほけんだんたいれんごうかい

民健康保険団体連合会が受
うけつけまどぐち

付窓口です」

問
もんだい

題 44　認
にんちしょう

知症ケアの技
ぎほう

法であるユマニチュードに関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しい

ものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「見
み

る」とは，離
はな

れた位
い ち

置からさりげなく見
みまも

守ることである。

2　「話
はな

す」とは，意
いしきてき

識的に高
たか

いトーンの大
おお

きな声
こえ

で話
はな

しかけることである。

3　「触
ふ

れる」とは，指
ゆびさき

先で軽
かる

く触
ふ

れることである。

4　「立
た

つ」とは，立
りつい

位をとる機
きかい

会を作
つく

ることである。

5　「オートフィードバック」とは，ケアを評
ひょうか

価することである。
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問
もんだい

題 45　現
げんこう

行の認
にんちしょう

知症サポーターに関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　ステップアップ講
こうざ

座を受
じゅこう

講した認
にんちしょう

知症サポーターには，チームオレンジへの参
さんか

加

が期
きたい

待されている。

2　100 万
まんにん

人を目
もくひょう

標に養
ようせい

成されている。

3　認
にんちしょうかいごじっせんしゃとうようせいじぎょう

知症介護実践者等養成事業の一
いっかん

環である。

4　認
にんちしょう

知症ケア専
せんもん

門の介
かいごふくししょく

護福祉職である。

5　国
くに

が実
じっししゅたい

施主体となって養
ようせいこうざ

成講座を行
おこな

っている。

問
もんだい

題 46　認
にんちしょう

知症ケアパスに関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びな

さい。

1　都
とどうふけん

道府県ごとに作
つく

られるものである。

2　介
かいごほけんせいど

護保険制度の地
ちいきみっちゃくがた

域密着型サービスの 1つである。

3　認
にんちしょう

知症（dementia）の人
ひと

の状
じょうたい

態に応
おう

じた適
てきせつ

切なサービス提
ていきょう

供の流
なが

れをまとめた

ものである。

4　レスパイトケアとも呼
よ

ばれるものである。

5　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）が中
ちゅうしん

心になって作
さくせい

成する。
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問
もんだい

題 47　認
にんちしょう

知症ライフサポートモデルに関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　各
かくしょくしゅ

職種がそれぞれで目
もくひょう

標を設
せってい

定する。

2　終
しゅうまつき

末期に行
おこな

う介
かいにゅう

入モデルである。

3　認
にんちしょう

知症（dementia）の人
ひとほんにん

本人の自
じこけってい

己決定を支
ささ

える。

4　生
せいかつ

活を介
かいご

護サービスに任
まか

せるプランを策
さくてい

定する。

5　認
にんちしょう

知症（dementia）の人
ひと

に施
しせつにゅうしょ

設入所を促
うなが

す。

問
もんだい

題 48　Ｍさん（88 歳
さい

，女
じょせい

性）は，アルツハイマー型
がたにんちしょう

認知症（dementia of the 

Alzheimer’s type）と診
しんだん

断された。 夫
おっと

と二
ふ た り ぐ

人暮らしで，訪
ほうもんかいご

問介護（ホームヘルプ

サービス）を利
りよう

用している。訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）が訪
ほうもん

問したときに夫
おっと

から，

「最
さいきん

近，日
にっちゅう

中することがなく寝
ね

てしまい，夜
よるねむ

眠れていないようだ」と相
そうだん

談を受
う

けた。

訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）は，Ｍさんが長
ながねん

年していた裁
さいほう

縫を日
にっちゅう

中にしてみるこ

とを勧
すす

めた。早
さっそく

速，裁
さいほう

縫をしてみるとＭさんは，短
たんじかん

時間で雑
ぞうきん

巾を縫
ぬ

うことができた。

Ｍさんの裁
さいほう

縫についての記
きおく

憶として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　作
さぎょうきおく

業記憶

2　展
てんぼうてききおく

望的記憶

3　短
たんききおく

期記憶

4　陳
ちんじゅつきおく

述記憶

5　手
てつづ

続き記
きおく

憶


